
 

 

平成 25 年度 SSH 活動記録のページ 

 

■ 平成 25 年度 SSH 活動記録（7 月） 

 

平成 25 年度 7 月の球陽高校 SSH の取り組みを紹介します。 

 

 

 

 2013.07.29 ▮ 新聞取材・掲載（地球科学部） 

 

先日、OTV による地球科学部の取材の模様を報告しましたが、 

実は同時期に沖縄タイムスによる取材もありました。 

 

本日、その取材の記事が掲載されました。 

 

記事にあるように、地球科学部は今週末に長崎県で行われる 

全国高校総合文化祭にて研究発表を行う予定です。 

 

地球科学部の今後の活躍を期待しています！ 

 

 

 

本校では SSH事業として「球陽気象台」という取り組みを実施しています。 



 

 

現在、理科職員室前にて液晶モニターを設置し、気象情報をリアルタイムで表示しています。 

 

また、今後の取り組みとして生徒用玄関にも同様のモニターを設置する予定です。 

 

気象を通して科学へ興味を広げよう！ 

 

   

 

 

 

 2013.07.25 ▮ OIST博士研究員 加藤雄一 氏 SSH講演会 

 

本校 OB で現在、沖縄科学技術大学院大学で博士研究員をしている加藤雄一氏を招き、 

「球陽高校後輩に向けた、大学生活と研究の紹介」の演題で SSH 講演会を実施しました。 

 

講演の前半は「なぜ県外の大学へ進学したのか？」、「九州大学へ進学しての生活および研究活動」 

を中心で、学部 4 年生になって研究室に配属されてからの仕事内容などの紹介がありました。 

 

     

 

後半は加藤氏が実際に博士研究で行った「カーボンナノチューブと化学分子の相互作用の解析」 

について発表が行われました。 

事前に「グラファイト」、「炭素二重結合」、「光吸収スペクトル」などの専門用語の説明があり 

ましたが、最先端の先進技術の研究発表に生徒たちはついていくことがやっとのようでしたが、 

研究の楽しさは実感できたようです。 

 

質疑応答の時間には大人しかった生徒たちですが、講演終了後加藤氏に多くの質問が寄せられ、 

研究に対する興味・研究者への憧れへなど、関心の高さが伺えました。 

 



 

 

     

 

予定時間を超えて、遅くまで丁寧に生徒たちの質問に応えてもらいました。 

研究で忙しい時間をお過ごしの中、講演をしていただき、大変お世話になりました。 

 

 

・研究の仕方とか、どんなことを研究するのかとか、加藤さんの実際の研究内容のこととかも 

 しることができて、いい体験になりました。内容はちょっと難しかったけど、私も研究したい 

 という気持ちがより強くなりました。 

・九州大学を含めて県外進学を考えていて、大学院での研究とかが面白そうで、さらに県外で 

 学びたいと感じた。球陽高校出身で OIST で研究している人がいるなんて驚いた。 

・思ったよりも内容が難しくてついていくのが大変だったけど、少しずつ理解していくと実験の 

 進め方やまとめ方がためになりました。自分たちのこれからの実験のレポートのまとめ方も 

 結果が分かっただけでなく、これからどう使えるのか進んで研究しようと思いました。 

 

 

 

 2013.07.20 ▮ 琉球大学研究室訪問（SSクラブ） 

 

照屋研究室 

 

照屋研究室では、植物から有用成分を抽出し分析する研究を行っている。 

生徒たちは、研究で実際に使用している実験器具を紹介してもらい、抽出方法を教わった。 

 

実際に、抽出した有用成分を分析する方法として、研究室ではがん細胞に抽出物を注入して 

その有効性を図っている。生徒たちは間近に見るがん細胞に驚いていた。 

 

     



 

 

 

 

・研究室を訪問して、球陽高校にないような実験器具があり、自分たちも早く植物のエキスの 

 抽出実験ができるようになり、大学の研究室でも実験ができるようになりたいと思いました。 

 また、抽出から人に役に立つかどうか調べるために様々な実験方法があることも知ることが 

 できました。とても魅力的で早く実験がしたいと思わせてくれる訪問になった。 

・機械を動かすところや、がん細胞を見せてもらって感動した。実際に見学することで、どのような 

 ことを私たちがこれからするのか具体的にわかったので、さらに興味が湧いた。 

 

古川研究室 

 

最初に実験室にて、研究室所属の大学院生によるポスターセッションが行われた。 

（研究内容：沖縄の放射線量の分布について） 

 

生徒たちは現在簡易測定器を用いて学校内の放射線を測定している。 

それを受けて、空気中のラドンの測定方法、水中での放射線の測定方法の説明が行われた。 

 

今後の活動として、各家庭におけるラドンの測定、校内の野生生物の放射線量の測定について 

アドバイスをもらった。 

 

     

 

 

・「沖縄の放射線量の分布」の研究内容は、長く地道な努力をしてきたんだなと思い、研究の 

厳しさが少しわかった気がした。だからこそ、これからの研究は根気強く、科学を楽しみながら 

続けていきたい。好きな科学だからこそ、いろいろとやれると思う。 

・大学生の人たちもやさしく説明してくれたし、高そうな機械もたくさんあって、 

 これから楽しみだと思いました。 

 

 

 

 



 

 

 2013.07.18 ▮ OTVニュース「みんなの放課後」 

 

7 月 9、10 日のテレビ取材が OTB ニュースの「みんなの放課後」のコーナーにて 

放送されました。 

 

     

 

地球科学部の放課後の活動を中心に、コーナーの中盤では球陽高校が今年度から SSH 指定校 

に認定されたことや SSH探究Ⅰの授業風景も放送されました。 

 

     

 

地球科学部は 8 月 2 日から始まる全国高校総合文化祭・長崎大会と 8 月 6、7 日に行われる 

SSH 生徒研究発表大会にて発表を行います。 

現在、発表会に向けてレポートを作成中！頑張れ、地球科学部！ 

 

     

 

 

 

 2013.07.17 ▮ ポスターセッション説明会（1年 1組） 

 

SSH 探究Ⅰの授業にて、ポスターセッション説明会を実施しました。 

 

次年度から始まる「SSH探究Ⅱ」での本格的は課題研究に向け、 

ポスターセッションを通して研究方法・発表方法を学びます。 



 

 

 

授業の前半はポスターの作成方法、今後の日程を説明し、 

後半はグループに分かれてポスターのテーマを検討しました。 

 

生徒たちには事前に“身の周りの不思議”を探してくることを課題として 

提示してありましたが、“あたりまえ”が先行し“身の周りの不思議”に気付かず、 

一つも探せなかった生徒が多数見られました。 

 

     

 

生徒たちはテーマ決定後、夏休みを利用してポスターを作成することとなっています。 

素晴らしいポスターセッションになることを期待しています！ 

 

 

 

 2013.07.12 ▮ JICAとの連携授業（SSH探究Ⅰ） 

 

本校のＳＳH 事業の大きな柱に 

「知的好奇心・探究心・表現力の育成」及び「英語によるコミュニケーション能力の育成」 

があります。 

 

そこで今回、国際協力機構（JICA）と連携した授業を実施しました。 

授業はバヌアツ、ソロモン諸島から 7 名の外国人を招聘し、グループ学習等を取り入れた学習スタイルで 

異文化理解及び環境問題を主題として行われました。 

 

     

 

授業の最初は自己紹介、そして動画や民族衣装等を用いて各国の紹介が行われた。 

紹介が終わったあと、簡単なアイスブレーキングとして外国人たちへのインタビューを 

行いました。 



 

 

 

そのインタビューをもとに環境問題に関する YES／NOクイズを実施し、 

2 択の回答に分かれたグループから代表者を選び、なぜそう思うのかを発表。 

代表者の中には通訳から英語を習い、自ら英語で回答する生徒も見られました。 

 

     

 

アイスブレーキングが終わったあと、各グループに分かれて「環境問題を解決するために自分ができること」 

をテーマに話し合いを行いました。 

高校 1 年生で英語力がまだまだ足りない生徒たちでしたが、知っている英単語を用いて必死に 

コミュニケーションをとる姿が見られました。 

 

授業の最後には時間の関係で３グループが話し合った内容を発表しました。 

また、発表後にサプライズとして民族舞踊が披露され、大盛り上がりで授業は終了しました。 

 

     

 

 

・英語は少し聞き取れたけど、話すことが難しかった。 

 また、それぞれ地球温暖化に対する考え方が違ったので、「環境問題について話すことが大切」だと思った。 

・（環境問題を解決するために）私たちは真っ先に「冷房を使わない」、「公共のバスの使用、自転車、歩く」 

 といった項目を選んだが、JICA から来た外国人は「家族や友人と話し合う」といった項目を選んでいた。 

 そもそもクーラーは使わないし、移動手段はバスなので、暮らしている環境が違うと考え方も変わってくる 

 のだなと思った。そういった人たちとディスカッションすることが大事だと思った。 

 ・ピーターたちはエアコンは使わないそうで、そう考えると毎日のようにエアコンを使っている日本人は 

 少しぜいたくなんだと思った。 

・日本ではない、他国の人たちから見た地球温暖化の改善方法は日本人と違っていて、自分たちもちゃんと 

 重大なこととして考えていきたい。 

・先進国が地球を温暖化させているのに、外国の小さな島々に悪影響を及ぼすのは悪いなあと思いました。 

 だから、他人事としてとらえがちな環境問題も改めて考えるべきだと思いました。 

 

 



 

 

 

 2013.07.10 ▮ テレビ（OTV）取材（SSH探究Ⅰ） 

 

昨日の地球科学部の取材に続き、今日も沖縄テレビ（OTV）の取材がありました。 

今日の取材は SSH指定に伴い設定した「SSH探究Ⅰ」の取材です。 

 

最初は地学講座の取材です。 

ダイヤモンドダストを作る実験をしました。 

 

これまで何度か試みて成功する確率は低かったのですが、なんと今回は見事に成功！ 

キラキラ輝きながら舞うダイヤモンドダストに生徒たちも感動していました。 

 

次に行ったのは太陽放射量の測定実験。 

燦々と照りつける太陽の下、測定器をもってがんばっていました。 

 

     

 

続いて取材があったのは化学講座。 

取材時には繊維（ナイロン）を作る実験中でした。 

 

グループによって成功、失敗がありましたが、 

生徒たちにとっては良い経験になったように思います。 

 

昨日の取材と合わせて、この様子は 7 月 16 日（火）の OTV ニュースで 

放送される予定です。 

 

     

 

 



 

 

 

 2013.07.09 ▮ テレビ（OTV）取材（地球科学部） 

 

沖縄テレビから県内高校の部活動の取材依頼があり、「地球科学部」の活動の取材がありました。 

 

現在取り組んでいる研究は「暴風発生のメカニズム」についてです。 

扇風機と掃除機を使って実験を行います。 

 

取材中に電気のブレーカーが落ちるというハプニングが発生し、一時中断する場面も 

ありましたが、実験は成功ばかりではないということから、科学実験に真剣に取り組む 

生徒たちの真の姿がカメラに写ったように思います。 

 

     


